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■特集｢真田イヤーを振り返る｣■２－３
■国民健康保険の手続き、後期高齢者医療制度のご案内■４－５
■ブラタモリ真田丸スペシャル沼田パネル展、グリーンベル21"愛
称"決定総選挙■６－７

今月の主な内容

節分の日にあわせて、利南幼稚園

では恒例の豆まきが行われました。

園児23人は手作りのお面を付けた

鬼と、豆を投げる側の二組に分かれ

て、元気いっぱい楽しみました。

最後は、年の数だけ豆をおいしく

食べて季節の行事を体験しました。

大きく元気に
｢おには～そと～！！｣
｢ふくは～うち～！！｣

２月３日(金) 節分豆まき(利南幼稚園)
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パソコン部の生徒が、市街地
散策マップと新名物小松姫コ
ロッケを企画。真田丸パブリ
ックビューイングin沼田で
は、吹奏楽部も活躍しました。

上州沼田真田丸展の宣伝部
長として活躍された、歴史
アイドルの小日向えりさん。

真田丸展展示の沼田城模型と
ジオラマを、環境技術科の生
徒38人が修復。環境技術科の
生徒は、街かど丸絵展の展示
用イーゼルも制作しました。

10人の生徒によって制作され
たマップは、史跡や地元グル
メを楽しめる２つのコースを
提案。観光客を導くアイテム
として、注目を集めました。

沼高祭恒例の仮装行列では、
大河ドラマ真田丸にちなんだ、
甲冑姿の生徒らが市内を練り
歩き、沼田の真田熱を盛り上
げました。

地
元
高
校
生
の
活
躍

人形陶芸家廣習さんの作品
や真田丸にちなんだ多数の
市民作品が寄贈されました。

昨年結成された上州真田武
将隊。市内外のイベントを
通じ地元を盛り上げました。

信州上田から上州沼田まで、
のろしリレーでつなぎ幕を
開けた、真田イヤーの昨年。

ＮＨＫ大河ドラマ「真田丸」の放送により、戦国
時代の要衝の地として、そして、真田氏ゆかりの
地としての沼田に、全国から注目が集まった昨年。
上州沼田真田丸展の入場者数も、すでに当初見

込みを上回る16万人に達し、県内への経済波及効
果は20億円以上、真田丸関連番組での本市の広告
宣伝効果は、およそ69億円と試算されています。
真田丸出演者を迎えて行われた多彩なイベント

や市民の皆さんと地元高校生の活躍、真田が縁の
新たな交流など、本市にとって、まさに真田イヤ
ーとなった昨年を、写真とともに振り返ります。

昨年の元日に除幕式が行われた、
真田信之(真田氏初代沼田城主)と信
之の正室小松姫の石像。沼田公園の
新たなシンボルとして定着し、昨年
沼田公園を訪れた
10万人以上の観
光客を、出迎
えました。

本市出身の石井愃一さん協
力によるポスターが完成。
真田の里沼田を全国にＰＲ。

第４回沼田花火大会では、
真田家にまつわる物語を独
創的な花火で表現しました。

本市監修のクイズにも挑戦
できるご当地アプリ「真田の
やぼう３Ｄ沼田城」が誕生。

全国の真田丸ファンが描い
た丸絵が商店街に展示され、
訪れた人を楽しませました。

沼須人形芝居あけぼの座が、大河ドラマ真
田丸の放送決定を受けて書き下ろした小松
姫物語。３つの場面を通じて、気丈さと優
しさを併せ持つ小松姫を表現しました。

イベントやテレビ出演のほか、手作り甲冑
を真田丸展へ寄贈。気持ちよく観光しても
らおうと甲冑姿で清掃活動も行いました。
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和歌山県九度山町の岡本章町
長が上州沼田真田丸展や沼田
公園を見学され、沼田と九度
山、同じ真田ゆかりの地同士
の親睦を深めました。

小松姫の父、本多忠勝ゆかり
の千葉県大多喜町の飯島勝美
町長らが市を訪問。大多喜町
では、大河ドラマ｢本多忠勝・
忠朝｣誘致活動を展開中です。

真田丸で盛り上がる沼田を北
海道沼田町の金平嘉則町長が
訪問。沼田町を開拓した沼田
喜三郎の祖先は、沼田市出身
であると伝えられています。

真
田
が
縁
の
新
交
流

これまでの盛り上がりを支え
てくださった、多くの皆さまに、
心より感謝申し上げます。
いよいよ、今月末で、上州沼
田真田丸展もフィナーレを迎え
ます。閉館前に、ぜひ、会場に
足をお運びください。
今後も、『天空の城下町　真田
の里沼田』を合言葉に、歴史あ
る本市の魅力を、継続して発信
してまいりますので、ご協力を
お願い申し上げます。

沼田市長

多くの真田丸

出演者が沼田へ
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真田×沼田を
盛り上げた多彩な動き

六文銭やかぶとのモチーフなど、こだわり
のメニューで提供された真田めしや、沼田
産農産物をスイーツにアレンジした真田兵
糧丸などが食で観光客をもてなしました。

沼田市観光ガイド協会の皆さんが、１万人
以上の多くの観光客に、沼田公園の歴史や
見どころなどについて案内しました。

真田丸の世界だけでなく、真田氏にゆかり
の深い本市の歴史にも光を当て、会場を訪
れた全国の方々にその魅力を伝えました。

多数の真田丸関連番組が放送され、沼田に
住む人々や河岸段丘、真田が築いた防御策
の痕跡など、多くの魅力が発信されました。
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就
職
や
退
職
な
ど
に
よ
る
国
民
健

康
保
険(

国
保)

の
加
入
や
脱
退
に
は

届
け
出
が
必
要
で
す
。
異
動
の
あ
っ

た
日
か
ら
14
日
以
内
に
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

◆
国
保
の
加
入
・
脱
退

退
職
し
て
職
場
の
健
康
保
険
を
脱

退
し
た
、
健
康
保
険
の
扶
養
家
族
で

な
く
な
っ
た
な
ど
の
理
由
で
国
保
に

加
入
す
る
場
合
は
届
け
出
を
し
て
く

だ
さ
い
。
届
け
出
が
遅
れ
た
場
合
で

も
、
国
保
税
は
職
場
の
健
康
保
険
を

脱
退
し
た
日
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
納

め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
就
職
し
て
職
場
の
健
康
保

険
に
加
入
し
た
、
健
康
保
険
の
扶
養

家
族
に
な
っ
た
な
ど
の
場
合
は
、
国

保
脱
退
の
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
学
生
用
の
保
険
証

修
学
の
た
め
市
外
に
住
所
を
定
め

る
学
生
に
学
生
用
の
保
険
証
を
交
付

し
て
い
ま
す
。
該
当
す
る
人
は
届
け

出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

学
生
用
の
保
険
証
は
毎
年
４
月
に

更
新
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。
学
生

で
な
く
な
っ
た
場
合
は
速
や
か
に
届

け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
６
月
ま
で
は
仮
算
定

４
月
か
ら
６
月(

１
期
〜
３
期)

ま

で
の
国
保
税
は
、
前
年
度
の
課
税
額

を
参
考
に
算
定
し
て
い
ま
す
。
７
月

に
年
税
額
を
計
算
し
、
６
月
ま
で
の

税
額
を
差
し
引
い
た
残
り
を
７
月
か

ら
翌
年
３
月(

４
期
〜
12
期)

に
納
付

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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保
険
証
の
有
効
期
限
は
７
月
31
日

(

月)

ま
で
で
す
。
８
月
か
ら
使
用
す

る
保
険
証
は
、
７
月
中
に
郵
送
し
ま

す
。
新
た
に
75
歳
に
な
る
人
は
、
誕

生
日
の
前
月
ま
で
に
郵
送
し
ま
す
。

保
険
証
に
は
自
己
負
担
割
合
が
記

載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
診
療
を
受

け
る
と
き
は
、
医
療
機
関
の
窓
口
に

必
ず
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

１
カ
月
の
医
療
費
が
高
額
に
な
っ

た
場
合
に
は
、
自
己
負
担
限
度
額
を

超
え
た
分
が
高
額
療
養
費
と
し
て
支

給
さ
れ
ま
す
。

初
め
て
高
額
療
養
費
の
該
当
に
な

っ
た
と
き
は
、
群
馬
県
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
か
ら
高
額
療
養
費
支

給
申
請
書
が
郵
送
さ
れ
ま
す
の
で
、

必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
市
民
課
国

保
年
金
係
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

医
療
費
が
高
額
に
な
っ
た
世
帯
に

介
護
保
険
の
受
給
者
が
い
る
場
合
、

毎
年
８
月
か
ら
翌
年
７
月
末
ま
で
の

医
療
保
険
と
介
護
保
険
の
自
己
負
担

額
を
合
算
し
、
世
帯
の
限
度
額
を
超

え
た
分
が
高
額
介
護
合
算
療
養
費
と

し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。
本
市
に
継
続

し
て
住
民
登
録
し
て
い
る
群
馬
県
後

期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
が
支
給
対

象
に
な
っ
た
場
合
は
、
申
請
の
案
内

を
通
知
し
ま
す
。

入
院
や
外
来
の
１
カ
月
当
た
り
の

自
己
負
担
限
度
額
は
、
所
得
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
。
市
民
税
課
税
世
帯

の
人
は
、
病
院
の
窓
口
に
保
険
証
を

提
示
す
る
こ
と
で
、
自
己
負
担
限
度

額
ま
で
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

市
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
は
、
申

請
に
よ
り「
限
度
額
適
用
・
標
準
負

担
額
減
額
認
定
証
」が
交
付
さ
れ
ま

す
。
こ
れ
を
病
院
の
窓
口
に
提
示
す

る
と
、
認
定
を
受
け
た
自
己
負
担
限

度
額
・
標
準
負
担
額
ま
で
の
負
担
と

な
り
ま
す
。

４
月
か
ら
保
険
料
の
仮
徴
収
を
開

始
し
ま
す
。
今
年
２
月
の
保
険
料
が

年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
た
人
は
、
そ

の
額
と
同
額
が
８
月
ま
で
年
金
か
ら

仮
徴
収
さ
れ
ま
す
。

そ
の
他
の
人
は
、
本
年
度
の
保
険

料
を
基
に
暫
定
の
保
険
料(

仮
徴
収

額)
を
算
出
し
、
４
月
と
６
月
に
納

付
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

本
算
定(
８
月)

で
、
来
年
度
の
保

険
料
額
確
定
後
に
仮
徴
収
で
納
め
た

額
の
残
り
を
そ
の
後
の
納
期
で
納
付

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

保
険
料
は
納
期
限
内
に
納
め
ま
し

ょ
う
。
保
険
料
を
滞
納
す
る
と
、
短

期
被
保
険
者
証
が
交
付
さ
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
金
額
や
滞
納
期
間
に
よ
っ

て
は
、
延
滞
金
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

保
険
料
は
滞
納
し
た
ま
ま
に
せ
ず
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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国
民
健
康
保
険
の
手
続
き
は
お
早
め
に

問
い
合
わ
せ
　
市
民
課
国
保
年
金
係
1
内
線
３
１
３
４
、白
沢
支
所
生
活
係
1
内
線
３
１
、

利
根
支
所
生
活
係
1
内
線
４
０

※身分を証明するものは、運転免許証、パスポート、身体障害者手帳、療育手
帳、在留カード、住民基本台帳カード(写真付きのもの)などです。それ以外
のものを持参する場合は手続き前に国保年金係にご確認ください

問い合わせ 環境課廃棄物係(東原庁舎内)1内線７７３７３へ

家電リサイクルと引っ越しに伴うごみの処理

○引っ越しに伴うごみの処理について

◆処理方法 処理施設に直接搬入、市の許可を

受けた業者(家庭ごみ収集カレンダーに記載)

に依頼(自分で運べない場合に限る)

◆持ち込み場所

▽燃やせるごみ 可燃粗大ごみ(木製家具、布団

など)は沼田市外二箇村清掃施設組合清掃工場

(白岩町226・1○23 1009)へ
▽燃やせないごみ 不燃性粗大ごみ(金属・プラ

スチック製家具、家電リサイクル法対象４品

目を除く家電製品など)は沼田市一般廃棄物最

終処分場(上川田町・1○23 8599)へ

●
被
保
険
者
証

●
高
額
介
護
合
算
療
養
費

●
保
険
料
の
仮
徴
収
開
始

●
保
険
料
の
納
付

●
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額

減
額
認
定
証

●
高
額
療
養
費

引越しの際は
住所の異動手続きを忘れずに

住所の異動届(転出届・転入届・転居届

など)は、国民健康保険、国民年金、選挙

人名簿への登録などにつながる大切な手

続きです。

入学、就職、転勤などによる引っ越し

で住所を異動する人は、引っ越してから

14日以内に手続きを済ませてください。

マイナンバーカードや通知カ

ード、住民基本台帳カードの

住所変更も忘れずに済ませ

てください。

問い合わせ 市民戸籍係1内線

３１２５へ

後
期
高
齢
者

医
療
制
度
の
ご
案
内

届け出が必要なとき

他の市町村から転入してきた 転出証明書

印鑑
世帯主、対象者
全員の個人番号
カード(または
｢通知カード｣と
｢身分を証明す
るもの｣)

母子健康手帳

国民健康保険の保険証

国民健康保険の保険証

身分を証明するもの

世帯全員の保険証

国民健康保険の保険証
在学証明書

国民健康保険の保険証
加入した保険の保険証

社会保険離脱証明書
職場の健康保険をやめた、また
はその扶養家族から外れた

子どもが生まれた

他の市町村に転出する

死亡した

保険証を紛失・破損した

住所、世帯主、氏名などを変更
した

修学のため別に住所を定める

職場の健康保険に加入した、
またはその扶養家族になった

加
入

脱
退

そ
の
他

手続きに必要なもの

問
い
合
わ
せ
　
市
民
課

国
保
年
金
係
1
内
線

３
１
３
２

○家電リサイクル法対象機器の処分について

◆対象４品目 エアコン、テレビ(ブラウン管式、液晶

式、プラズマ式)、冷蔵(凍)庫、洗濯機・衣類乾燥機

◆処理方法

・購入した、または買い替えする販売店に依頼

・郵便局で家電リサイクル券を購入し、市の許可を受け

た業者(家庭ごみ収集カレンダーに記載)に依頼

・メーカーが指定した引き取り場所に直接持ち込み

※いずれもリサイクル料金の支払いあり

◆メーカー指定引き取り場所

▽ウブカタ資源(株) 屋形原町2113・
1○22 5555
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ＨＫ番組｢ブラタモリ｣で昨年の２月13日に放送された、｢＃31 真田丸スペシャル・沼田～真田は沼田でどんな
城下町をつくった？～｣のパネル展を開催します。ぜひ、お越しください。Ｎ

とき ３月１日(水)から８月31日(木)までの

午前９時30分～午後５時

※水曜日、祝日は休館(３月１日(水)は開館)

ところ 旧沼田貯蓄銀行(上之町1155-1)

費用 無料

問い合わせ 観光交流課シティセールス推進室1３２４５へ

第41回市民敬老号
名湯長良川温泉と浜名湖ゆうとう温泉

三河・東海 歴史と味覚の旅

◆とき ５月10日(水)～12日(金)

◆対象 おおむね60歳以上の市民

３月17日(金)までに別表１のとおり代金をお支払いください。

※日程に都合が付かない場合は、事前に日本旅行高崎支店へ

申し込み ㈱日本旅行高崎支店1０２７(３２２)３６１１へ

問い合わせ 高齢福祉課高齢福祉係(東原庁舎内)1内線７７２５５へ

◆定員 280人(先着順)

◆費用 ４万9,800円

◆別表１ ◆日程表
お支払い日時

午前９時
～11時30分

白沢支所
ロビー

利根支所
ロビー

利南
公民館

池田
公民館

薄根
公民館

川田
公民館

沼田市役所
市民ホール

沼田市役所
東原庁舎２階
会議室

午後１時30分
～４時

午前９時
～11時30分

午後１時30分
～４時

午前９時
～11時30分

午後１時30分
～４時

午前９時
～11時30分

午後１時30分
～４時

14日
(火)

15日
(水)

16日
(木)

17日
(金)

３
月

場所

５月
10日
(水)

５月
11日
(木)

５月
12日
(金)

市内各地→沼田IC→関越道～中央道→飯田IC→水引の郷山都飯田(昼食)→飯田IC→

小牧東IC→犬山城・城とまちミュージアム→ホテル(長良川温泉)
14:40～16:10 17:00頃

ホテル→かんざんじ浜名湖ロープウェイ→浜松西IC→焼津IC→焼津さかなセンター(買物・昼食)→
8:30 8:50～10:10 11:20～13:00

焼津IC→静岡IC→三保の松原→清水IC→東名高速～関越道→沼田IC→市内各地
13:45～14:40 ～20:30

ホテル→徳川美術館徳川園→蒲郡オレンジパーク(昼食)→以降、二手に別れます
8:30 9:30～11:00 12:10～13:00

無量寺(がん封じ寺)→えびせんとちくわの共和国→豊川稲荷→ホテル(ゆうとう温泉)
13:30～14:20 15:00～15:30 16:00～16:40 17:30頃

えびせんとちくわの共和国→無量寺(がん封じ寺)→豊川稲荷→ホテル(ゆうとう温泉) 
13:15～13:45 14:20～15:10 16:00～16:40 17:30頃

"愛称"決定総選挙 ３/９ Thu

｢グリーンベル21｣の新しい愛称を募集した結果、510点の作品が寄せられました。たくさんのご応募ありがと

うございました。愛称選考委員会における審査により５作品が最終候補として決定しました。

複合施設として生まれ変わる｢グリーンベル21｣の愛称を、５つの候補から１つ選んで投票してください。

グリーンベル21の新しい名前を決めよう
投票期限

候補作品

投票資格 市内在住、在勤、または在学(利根商業高等学校に通学する生徒を含む)している人

投票期限 ３月９日(木)

投票方法・場所 市ホームページのほか、市役所本庁舎１階、白沢・利根

支所、利南公民館、池田公民館、薄根公民館、川田公

民館で所定の用紙により投票できます(１人１回まで)

投票結果 ３月中旬に市ホームページで発表

その他 ｢沼田(NUMATA)｣などを組み合わせ、４月１日から使

用します

問い合わせ グリーンベル21活用推進課1内線３２５６へ

ブラタモリ真田丸スペシャル

沼田パネル展を開催

消防団員紹介 No.17
地域の守り手として活躍する消防団員の

皆さんをご紹介します。

市消防団では多くの入団希望者を募集しています。

問い合わせ 市消防団本部(防災対策課消防係内)1

内線３３６３へ

沼田市消防団第６分団第１部(白沢町高平) 団員　諸田俊祐さん

諸田さんは20歳で入団し５年目を迎えた団員です。休日には野球やスノーボ

ードを楽しむスポーツマンでもあります。昨年度はポンプ操法競技会にも出場

し、｢訓練の中で災害時の対応力が鍛えられた｣と話す頼もしい団員です。｢消

防団は大変なこともあるけど、地元とのつながりが強くなり入団して良かった。

今後はより一層地域に密着した消防団になれれば｣と話し、地域の安全・安心

を背負ってくれています。(文：第６分団　米山勝敏分団長) 趣味の野球を楽しむ諸田さん

犬山城犬山城犬山城犬山城犬山城犬山城犬山城犬山城犬山城犬山城犬山城犬山城犬山城犬山城犬山城犬山城犬山城

名称

KAGAN(かがん)

TERRACE(テラス)

ぱるく(Park)

ミッテ(Mitte)

waltz(ワルツ)

沼田の誇る自然「河岸段丘」を意味します。文化・歴史とともに大きな魅力として、河岸段丘を内外
にアピールしていきたいと考えました。

自然美である「段丘」を意味し、市民を"照らす"にも通じています。開放感が連想でき、開かれた場
所を感じさせる言葉です。

姉妹都市、ドイツフュッセン市にちなみ、ドイツ語で「公園」の意味です。気軽に利用できる施設と
なるように願いを込めています。

ドイツ語で「中央」を意味します。語感が良く、中心市街地に位置する建物を表現しています。

「市庁舎」、「市民活動」、「商業・業務施設」の3つの機能が、リズムを奏でて調和・好循環することを
表しています。

理由

～7:00

8:30

8:30

13:15～13:45 14:20～15:10 16:00～16:40

12:00～13:00

16:00～16:40

web投票



団
塊
の
世
代
が
75
歳
以
上
に
な
る

２
０
２
５
年
に
向
け
、
ひ
と
り
暮
ら

し
高
齢
者
や
高
齢
者
の
み
の
世
帯
、

認
知
症
高
齢
者
の
増
加
が
予
想
さ
れ

て
い
ま
す
。
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た

地
域
で
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
介
護
が
必
要
に
な
っ
て
も

地
域
全
体
で
支
え
、
高
齢
者
自
身
も

自
ら
の
能
力
を
最
大
限
に
活
用
し
つ

つ
、
介
護
予
防
に
取
り
組
む
こ
と
が

大
切
に
な
っ
て
き
ま
す
。

市
で
は
、
介
護
だ
け
で
な
く
、
医

療
や
予
防
、
生
活
支
援
、
住
ま
い
の

支
援
が
一
体
的
に
提
供
で
き
る
体
制

づ
く
り(

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム)

を
進
め
る
と
と
も
に
、
地
域
に
即
し

た
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る
よ
う
、

今
年
４
月
か
ら
介
護
予
防
・
日
常
生

活
支
援
総
合
事
業(

総
合
事
業)

を
開

始
し
ま
す
。

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事

業
の
概
要

総
合
事
業
は
、「
介
護
予
防
・
生
活

支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
」と「
一
般
介
護

予
防
事
業
」で
構
成
さ
れ
、
65
歳
以

上
の
人
の
介
護
予
防
と
日
常
生
活
の

自
立
を
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

■
介
護
予
防
・
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス

事
業

こ
れ
ま
で
要
支
援
者
が
利
用
で
き

た
介
護
予
防
給
付
の
う
ち
、「
介
護
予

防
訪
問
介
護
」と「
介
護
予
防
通
所
介

護
」は
、
総
合
事
業
の「
訪
問
型
サ
ー

ビ
ス
」と「
通
所
型
サ
ー
ビ
ス
」に
移

行
し
ま
す
。

介
護
予
防
・
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス

事
業
の
み
を
利
用
す
る
場
合
は
、
基

本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
よ
り
、
事
業

対
象
者
と
判
定
さ
れ
る
と
、
要
介
護

(

要
支
援)

認
定
を
受
け
な
く
て
も
利

用
で
き
ま
す
。

■
一
般
介
護
予
防
事
業

65
歳
以
上
の
全
て
の
人
を
対
象
に
、

介
護
予
防
教
室
の
開
催
や
住
民
主
体

活
動
の
支
援
、
生
き
が
い
と
役
割
づ

く
り
に
よ
る
互
助
の
推
進
、
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
専
門
職
に
よ
る
介
護

予
防
の
助
言
な
ど
、
介
護
予
防
と
生

活
支
援
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

高
齢
福
祉
課
介
護
保

険
係(

東
原
庁
舎
内)

1
内
線
７
７

２
６
４
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
1

１
１
１
２
へ

広報ぬまた 平成29年３月１日

市役所 123－2111524－5179 白沢支所 153－2111553－2188 利根支所 156－2111556－36749

介
護
予
防
・
日
常

生
活
支
援
総
合
事

業
が
始
ま
り
ま
す

国
民
年
金
保
険
料
は
、
今
年
４
月

か
ら
、
割
引
額
の
大
き
な
２
年
前
納

が
、
現
金
で
も
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

現
金
で
の
２
年
前
納
を
希
望
す
る

場
合
は
、
３
月
17
日(

金)

ま
で
に
年

金
事
務
所
へ
申
出
書
の
提
出
が
必
要

で
す
。
申
出
書
の
提
出
後
、
４
月
に

２
年
前
納
用
納
付
書
が
年
金
機
構
よ

り
送
付
さ
れ
ま
す
。

※
納
付
額
が
30
万
円
を
超
え
る
場
合
、

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
の
納

付
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い

※
申
出
書
の
提
出
が
３
月
17
日(

金)

に
間
に
合
わ
な
か
っ
た
場
合
は
、

渋
川
年
金
事
務
所
へ
ご
相
談
く
だ

さ
い

問
い
合
わ
せ

渋
川
年
金
事
務
所
国

民
年
金
課
1
０
２
７
９
　
１
６
０

７
へ

国
民
年
金
保
険
料
の
現
金
納
付
に
よ

る
２
年
前
納
が
開
始
さ
れ
ま
す

8

市では、平成27年度に策定した｢市政改革大綱・実施計画｣に基づき、市政改革の取り組みを進めています。

このたび、市立幼稚園と市立保育園の今後の在り方について、入園応募状況や入園対象者数の推計、施設の状況な

どを踏まえ、次のとおり方針を決定しましたので、ご理解とご協力をお願いします。

幼稚園 2020年度に榛名幼稚園と利南東幼稚園を利南幼稚園に統合し、池田幼稚園を薄根幼

稚園に統合。2026年度に市立幼稚園を全園廃止

保育園 2023年度にぬまた東保育園を廃止し、ぬまた南保育園を民営化

問い合わせ 市政改革については企画課企画係1内線３２２２、幼稚園については庶務課庶

務係1内線３３１２、保育園については子ども課保育係(東原庁舎内)1内線７７２５８へ

市立幼稚園と市立保育園の今後の在り方について

近
年
の
国
際
化
時
代
を
反
映
し
て
、

我
が
国
に
残
留
す
る
外
国
人
は
年
々

急
増
し
て
い
ま
す
。
日
本
国
憲
法
は
、

権
利
の
性
質
上
、
日
本
国
民
の
み
を

対
象
と
解
さ
れ
る
も
の
を
除
き
、
我

が
国
に
残
留
す
る
外
国
人
に
つ
い
て

も
等
し
く
基
本
的
人
権
の
享
有
を
保

障
し
て
い
ま
す
が
、
現
実
に
は
、
外

国
人
に
対
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問

題
が
発
生
し
て
い
ま

す
。中

で
も
、
デ
モ
活

動
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
な
ど
で
特
定
の
民

族
や
国
籍
の
人
々
を

排
斥
す
る
差
別
的
言

動
、
い
わ
ゆ
る
ヘ
イ

ト
ス
ピ
ー
チ
が
大
き

な
社
会
的
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
に
一
定
の
定
義

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、「
主
に
人
種
、
国

籍
、
思
想
、
性
別
、
障
害
、
職
業
、

外
見
な
ど
、
個
人
や
集
団
が
抱
え
る

欠
点
と
思
わ
れ
る
も
の
を
誹
謗
、
中

傷
、
差
別
す
る
な
ど
し
、
さ
ら
に
は

他
人
を
そ
の
よ
う
に
扇
動
す
る
発
言

(

書
き
込
み)

の
こ
と
」を
指
す
と
さ

れ
ま
す
。
こ
う
し
た
言
動
は
人
々
に

不
安
感
や
嫌
悪
感
を
与
え
る
だ
け
で

な
く
、
人
と
し
て
の
尊
厳
を
傷
つ
け

た
り
、
差
別
意
識
を
生
じ
さ
せ
た
り

す
る
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
一

人
一
人
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
、
豊
か

で
安
心
で
き
る
成
熟
し
た
社
会
の
実

現
を
目
指
す
上
で
、
こ
う
し
た
言
動

は
許
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

昨
年
６
月
に
、
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ

の
解
消
に
向
け
た
対
策
法(

「
本
邦
外

出
身
者
に
対
す
る
不
当
な
差
別
的
言

動
の
解
消
に
向
け
た
取
組
の
推
進
に

関
す
る
法
律
」)

が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
は
、
外
国
人
に

対
す
る
偏
見
や
差
別
意

識
を
解
消
し
、
外
国
人

の
持
つ
文
化
や
宗
教
、

生
活
習
慣
な
ど
に
お
け

る
多
様
性
に
対
し
て
寛

容
な
態
度
を
持
ち
、
こ

れ
を
尊
重
す
る
な
ど
、

国
際
化
時
代
に
ふ
さ
わ

し
い
人
権
意
識
を
育
て
る
こ
と
を
目

指
し
、
人
権
尊
重
思
想
の
普
及
高
揚

を
図
る
た
め
の
啓
発
活
動
の
充
実
・

強
化
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
に
向

け
、
今
後
ま
す
ま
す
外
国
人
と
交
流

す
る
機
会
の
増
加
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

民
族
や
国
籍
な
ど
の
違
い
を
越
え
、

互
い
の
人
権
を
尊
重
し
合
う
社
会
を

共
に
築
き
ま
し
ょ
う
。

人権って何だろう　～人権課題に対する取り組み～

法務省｢平成28年度版人権教育・啓発白書｣・同省人権擁護局リーフレット｢ヘイトスピーチ、許さない。｣より引用し作成

問い合わせ　社会教育課社会教育係1内線３３３３へ

「
外
国
籍
の
人
た
ち
に
対
す

る
人
権
侵
害
」を
考
え
る

４月から、学校教育に支障のない範囲で、小中学校の体育施設を

開放します。

申し込み方法 使用したい団体は、使用する前月の20日(20日が休

日の場合は翌日)から月末までの間に、使用登録書と代表者の印

鑑を持参し、各小中学校へ直接申し込みをしてください。校庭と

テニスコートの夜間照明を使用する場合は、同期間に使用登録書

と代表者の印鑑、使用料を持参し、体育課体育係、または白沢・

利根公民館へ直接申し込みをしてください

※各施設とも年間予約や電話予約はできません。あらかじめ日程を

確認の上、申し込みをしてください

使用上の注意 定められた時間内での鍵と日誌の受領、返却／施設

設備の安全確保／学校敷地内での喫煙や火気使用禁止／使用後の

整理、清掃／施設整備の破損の届け出／施設使用後の施錠

学校体育施設を開放します

問い合わせ　体育課体育係(市民体育館内)1○24９４４４へ

スポーツ団体や社会教育関係団体に所属す

る人が、活動時や移動中の事故によって傷害

を被った場合や賠償責任を負った場合、突然

死などによる死亡の場合に補償される制度で

す。

対象 次の条件を全て満たす団体

○スポーツ活動や文化活動、ボランティア活

動などを行っている団体

○監督指導者を置き、所属員が４人以上いる

団体

保険の種類 活動内容により区分されます

保険期間 ４月１日(土)～来年３月31日(土)

※途中加入の場合も終了日は同じです

スポーツ安全保険のご案内

今年４月以降の事業の流れ
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